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音
楽
に
は
「
メ

ロ
デ
ィ・
ハ
ー
モ

ニ
ー・リ
ズ
ム
」
と

い
う
三
大
要
素
が

あ
る
。
こ
の
３
つ

が
絡
み
合
う
こ
と

で
胸
に
残
る
１
曲

と
な
る
▼
音
楽
の
他
に
も
世
の

中
に
は
「
世
界
三
大
料
理
」「
三

大
宗
教
」「
日
本
三
名
園
」な
ど
、

３
つ
で
物
事
を
象
徴
的
に
示
す

言
い
回
し
は
多
い
。
３
つ
に
整

理
す
る
と
、
複
雑
な
世
界
を
簡

潔
に
理
解
し
や
す
い
か
ら
だ
ろ

う
▼
労
働
の
世
界
に
も
３
つ
が

あ
る
。
憲
法
で
保
障
さ
れ
た
団

結
権
・
団
体
交
渉
権
・
団
体
行
動

権
の
「
労
働
三
権
」、
そ
れ
を

支
え
る
労
働
基
準
法
・
労
働
組

合
法
・
労
働
関
係
調
整
法
の
「
労

働
三
法
」
だ
。
い
ず
れ
も
働
く

人
が
１
人
で
は
立
ち
向
か
え
な

い
力
の
差
を
埋
め
、
生
活
と
尊

厳
を
守
る
た
め
の
基
盤
で
あ
る

▼
さ
ら
に
組
合
運
動
の
三
本
柱

と
し
て
「
団
結
・
交
渉
・
連
帯
」

を
あ
げ
た
い
。
仲
間
と
の
団
結

を
力
に
、
交
渉
で
要
求
を
現
実

に
し
、
連
帯
の
力
で
運
動
を
社

会
へ
広
げ
て
い
く
。
こ
の
３
つ

が
そ
ろ
う
こ
と
で
、
働
く
人
が

希
望
を
持
て
る
豊
か
な
社
会
が

形
づ
く
ら
れ
る
の
だ
。
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17日　第２回公立病院対策会議（県本部）

19日　現業・公企闘争委員会第５回会議（県本部）

23日　パレスチナ自治区ガザでの戦闘の即時停止
　　　を求める街頭宣伝行動（元町駅）

当面の日程

松本 真紀子

　

県
本
部
第
76
回
大
会
で
書
記
長
に
選

出
さ
れ
た
北
池
宏
光
さ
ん
に
県
本
部
運

動
へ
の
思
い
を
伺
っ
た
。

ど
の
よ
う
な
運
動
が
必
要
だ
と
思
う
か

　

県
本
部
運
動
は
大
き
く
分
け
て
単
組

活
動
、
評
議
会
活
動
が
あ
る
。
単
組
オ

ル
グ
に
行
く
中
で
、
組
織
拡
大
や
交
渉

力
強
化
、
担
い
手
育
成
な
ど
課
題
は
山

積
し
て
い
る
こ
と
を
実
感
す
る
。
そ
う

し
た
課
題
と
向
き
合
っ
て
い
く
た
め
に

は
、
単
組
力
量
の
底
上
げ
を
は
か
っ
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

　

単
組
役
員
は「
組
合
員
と
の
距
離
感
」

に
苦
労
し
て
い
る
と
思
う
。
簡
素
化
す

べ
き
取
り
組
み
も
あ
れ
ば
、
突
っ
込
ん

だ
関
わ
り
も
必
要
な
と
き
が
あ
る
。
原

則
的
に
は
組
合
員
に
声
を
か
け
、
対
話

の
中
か
ら
要
求
を
つ
く
る
こ
と
だ
と
思

う
。

評
議
会
活
動
に
は
何
を
期
待
す
る
か

　

評
議
会
は
職
種
な
ど
共
通
の
課
題
で

活
動
し
て
い
る
。
例
え
ば
会
計
年
度
の

昇
給
上
限
撤
廃
な
ど
、
単
組
を
超
え
た

課
題
を
み
ん
な
で
乗
り
越
え
る
こ
と
で

組
織
強
化
が
は
か
れ
る
。
職
種
の
運
動

が
強
く
な
る
こ
と
で
、
全
体
の
う
ね
り

が
生
ま
れ
て
く
る
。書
記
長
に
な
っ
て
、

ま
ず
は
各
評
議
会
の
幹
事
会
に
顔
を
出

し
て
い
る
。

単
組
役
員
に
発
信
し
た
い
こ
と
は

　

組
合
役
員
は
職
場
改
善
に
取
り
組
む

が
、
そ
れ
は
自
分
自
身
の
た
め
に
も
な

る
。
な
ら
ば
自
分
が
取
り
組
み
に
関
与

し
た
方
が
充
実
感
も
あ
る
は
ず
。
前
向

き
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

県職労・兵教組統一決起集会（11月17日）

　

２
０
２
５
確
定
闘
争
で
は
、
神
戸
市
労
連
が
11
月
７
日
、

県
職
労
が
25
日
に
交
渉
を
行
っ
た
。
神
戸
は
地
域
手
当
を
当

面
維
持
、
県
職
労
は
通
勤
手
当
の
改
善
な
ど
で
前
進
回
答
を

引
き
出
し
た
。

神
戸
市
労
連

　

神
戸
市
労
連
交
渉
で
当
局

は
、
一
般
職
お
よ
び
会
計
年
度

職
員
の
期
末
・
勤
勉
手
当
の
年

間
支
給
月
数
を
４
・
65
月
に
引

き
上
げ
、
年
末
手
当
２
・
35
月

分
を
12
月
10
日
に
一
括
支
給
す

る
と
の
最
終
回
答
を
示
し
た
。

　

国
が
進
め
る
地
域
手
当
の
見

直
し
に
つ
い
て
は
「
本
市
職
員

の
給
与
水
準
に
影
響
を
与
え
な

い
よ
う
検
討
し
て
き
た
」
と
説

明
し
た
上
で
、
当
面
は
現
行
の

12
％
を
維
持
す
る
方
針
を
明
ら

か
に
し
た
。

　

交
通
用
具
使
用
者
へ
の
通
勤

手
当
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

は
、「
国
の
基
準
や
考
え
方
を

踏
ま
え
る
必
要
が
あ
り
、
現
時

点
で
は
方
針
を
示
せ
る
状
況
に

な
い
」
と
し
、
国
の
動
向
が
示

さ
れ
次
第
、
市
の
実
情
を
踏
ま

え
て
対
応
方
針
を
提
示
す
る
考

え
を
示
し
た
。

兵
庫
県
職
労

　

県
職
労
は
月
例
給
、
一
時
金

な
ど
勧
告
ど
お
り
改
定
す
る
こ

と
、
自
動
車
等
使
用
者
の
通
勤

手
当
は
現
行
の
４
㎞
刻
み
の
距

離
区
分
を
維
持
し
、
全
距
離
区

分
で
現
行
以
上
の
支
給
額
と
す

る
こ
と
、
駐
車
場
代
の
支
給
額

を
国
に
準
じ
て
引
き
上
げ
る
こ

と
と
し
た
。

　

再
任
用
職
員
を
含
む
中
高
齢

層
職
員
の
処
遇
改
善
等
、
県
独

自
措
置
は
困
難
と
さ
れ
た
が
、

通
勤
手
当
の
改
善
や
全
世
代
の

賃
上
げ
と
な
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
総
合
的
に
判
断
し
妥
結
し

た
。

　

看
護
職
員
処
遇
改
善
手
当
に

つ
い
て
は
、
病
院
局
交
渉
に
お

い
て
現
行
の
全
県
立
病
院
対
象

を
維
持
す
る
こ
と
と
し
、
現
業

職
給
料
表
に
つ
い
て
は
、
行
政

職
の
給
料
表
改
定
を
踏
ま
え
て

改
定
（
４
月
遡
及
）
を
行
う
。

　

11
月
１
日
、
ひ
ょ
う
ご
共
済

会
館
で
25

－

26
年
度
兵
庫
地
方

自
治
研
究
セ
ン
タ
ー
定
期
総
会

が
開
催
さ
れ
た
。
木
谷
晋
一
理

事
長
の
主
催
者
あ
い
さ
つ
に
続

き
、
事
業
報
告
、
会
計
決
算
報

告
・
監
査
報
告
、
事
業
計
画
案
、

予
算
案
、
次
期
役
員
体
制
な
ど

の
提
案
が
行
わ
れ
た
。

　

質
疑
応
答
で
は
、
持
続
可
能

な
公
立
病
院
の
あ
り
方
、
カ
ス

ハ
ラ
問
題
へ
の
対
応
、
コ
メ
価

格
高
騰
な
ど
農
業
を
め
ぐ
る
課

題
、
今
後
の
社
会
イ
ン
フ
ラ
整

備
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活

性
化
な
ど
に
つ
い
て
、
現
状
や

今
後
の
課
題
な
ど
に
つ
い
て
発

言
が
あ
り
、
採
決
の
結
果
、
全

て
の
報
告
、
議
案
が
承
認
さ
れ

た
。

　

理
事
長　

木
谷　

晋
市

　

副
理
事
長　

家
木　

祥
孝

　

副
理
事
長　

大
野　

義
政

　

理　
　

事　

西
田　

浩
樹

　

理　
　

事　

尾
西
亮
太
郎

　

理　
　

事　

北
池　

宏
光

　

事
務
局
長　

足
立　

育
生

　

監　
　

事　

吉
田　

秀
夫

　

監　
　

事　

戎　
　
　

剛

　

11
月
19
日
、
兵
庫
憲
法
集
会

が
神
戸
市
内
で
開
催
さ
れ
、
約

１
０
０
人
が
参
加
し
た
。「
人

類
と
核
の
80
年
」
を
テ
ー
マ
に

共
同
通
信
社
の
太
田
昌
克
さ
ん

が
講
演
を
行
っ
た
。

　

太
田
さ
ん
は
米
国
の
核
実
験

再
開
や
非
核
三
原
則
に
否
定
的

な
高
市
首
相
の
誕
生
と
い
っ
た

情
勢
に
触
れ
、
核
に
依
存
し
な

い
安
全
保
障
を
考
え
る
必
要
性

を
強
調
し
た
。
ロ
シ
ア
や
イ
ス

ラ
エ
ル
と
い
っ
た
危
機
的
な
国

際
情
勢
の
中
に
あ
っ
て
、「
日

本
政
府
は
非
核
三
原
則
を
守
り

つ
つ
対
話
を
進
め
る
役
割
が
あ

る
」
と
訴
え
た
。

　

最
後
に
集
会
事
務
局
が
来
年

５
月
３
日
の
憲
法
集
会
に
向
け

た
取
り
組
み
を
提
起
し
た
。

開会あいさつを行う木谷理事長

2025確定闘争

神
戸 

地
域
手
当
は
当
面
維
持

県
職
労 

通
勤
手
当
等
の
改
善
確
認

北
池
書
記
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

単
組
活
動
と
評
議
会
の
強
化
を

持続可能な医療体制
地域の活性化など
自治研センター総会で協議

核
兵
器
廃
絶
に
向
け

日
本
政
府
は
対
話
を
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県
本
部
は
12
月
６
日
、
ひ
ょ

う
ご
共
済
会
館
で
第
45
回
囲

碁
・
将
棋
大
会
を
開
催
し
、
囲

碁
の
部
に
５
単
組
11
人
、
将
棋

の
部
に
16
単
組
30
人
が
エ
ン
ト

リ
ー
し
、熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
。

　

囲
碁
の
部
・
本
因
坊
戦
は
太

子
町
職
の
木
原
由
理
さ
ん
が
２

連
覇
を
達
成
。
将
棋
の
部
・
名

人
位
戦
で
は
尼
崎
市
職
労
の
高

田
陽
平
さ
ん
が
大
会
初
の
５
連

覇
を
成
し
遂
げ
た
。

　

そ
の
他
、
各
ク
ラ
ス
優
勝
者

は
以
下
の
と
お
り
。

【
囲
碁
の
部
】

Ａ
ク
ラ
ス

　

森
下
拳
士
朗
（
太
子
町
職
）

Ｂ
ク
ラ
ス

　

松
岡　
　

輝（
加
東
市
労
連
）

【
将
棋
の
部
】

Ａ
ク
ラ
ス

　

稲
葉　

昌
大（
豊
岡
市
職
労
）

Ｂ
ク
ラ
ス

　

川
戸　
　

陽
（
太
子
町
職
）

Ｃ
ク
ラ
ス

　

松
本　

拓
也
（
姫
路
市
職
）

「尊厳が保障される社会を」と話す井手教授
　

自
治
労
本
部
の
春
闘
討
論
集

会
が
12
月
８
～
９
日
ま
で
Ｔ
Ｏ

Ｃ
有
明
で
開
催
さ
れ
た
。
26
春

闘
方
針
と
し
て
物
価
上
昇
を
上

回
る
賃
上
げ
だ
け
で
な
く
、
全

単
組
が
人
員
確
保
を
掲
げ
、
働

き
続
け
ら
れ
る
職
場
づ
く
り
と

適
正
な
価
格
転
嫁
、
格
差
解
消

を
進
め
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　

討
議
で
は
18
県
本
部
24
人
が

発
言
し
、
現
場
課
題
と
方
向
性

が
共
有
さ
れ
た
。

　

２
日
目
は
慶
應
義
塾
大
学
の

井
手
英
策
教
授
の
「
頼
り
あ
え

る
社
会
へ
の
道
筋
」
と
題
す
る

講
演
に
学
ん
だ
。「
頼
り
合
え

る
社
会
の
実
現
に
は
、
適
切
な

消
費
増
税
で
ベ
ー
シ
ッ
ク
サ
ー

ビ
ス
と
品
位
あ
る
最
低
保
障
を

確
立
し
、
弱
者
を
生
ま
な
い
社

会
の
基
盤
を
築
く
必
要
が
あ

る
」
と
述
べ
、「
お
金
の
あ
る
・

な
し
に
関
わ
ら
ず
尊
厳
が
守
ら

れ
る
『
尊
厳
格
差
』
を
解
消
す

る
社
会
が
必
要
」と
強
調
し
た
。

ま
た
今
の
政
治
に
求
め
ら
れ
る

の
は
成
長
よ
り
保
障
だ
と
し
、

賃
上
げ
よ
り
生
活
コ
ス
ト
を
下

げ
る
政
治
的
覚
悟
も
必
要
だ
と

語
っ
た
。

　

参
加
者
は
熱
心
に
耳
を
傾

け
、
質
疑
で
は
、
軍
事
費
や
医

療
の
課
題
も
議
論
さ
れ
た
。

　

最
後
に
石
上
千
博
委
員
長
の

団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
閉
会
し

た
。

　

討
議
集
会
の
議
論
を
踏
ま

え
、
単
組
・
県
本
部
の
組
織
討

議
後
１
月
29
～
30
日
の
中
央
委

員
会
で
自
治
労
の
26
春
闘
方
針

を
決
定
す
る
。

　

私
た
ち
臨
職
評
は
仲
間
と
の
絆
を

大
切
に
し
て
い
る
。
２
ヵ
月
に
１
回

幹
事
会
を
行
い
、
活
動
の
報
告
を
し

て
い
る
。
毎
年
の
恒
例
行
事
で
あ
る

学
習
合
宿
で
は
、
自
分
た
ち
の
待
遇

改
善
や
働
き
や
す
い
職
場
に
す
る
に

は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
な
ど
を
学
習

し
て
い
る
。
そ
し
て
、
組
合
員
同
士

の
交
流
を
深
め
て
い
る
。

　

臨
職
評
の
代
表
的
な
活
動
と
し

て
、
対
県
交
渉
が
あ
る
。
市
町
振
興

課
と
教
育
委
員
会
に
各
市
町
に
助
言

を
行
う
上
で
現
場
の
生
の
声
を
届
け

て
い
る
。
こ
の
交
渉
で
引
き
出
し
た

見
解
を
踏
ま
え
、
不
当
な
実
態
改
善

に
取
り
組
み
、
総
務
省
通
知
等
を
活

用
し
て
さ
ら
に
改
善
に
向
け
て
取
り

組
む
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

　

他
に
も
、
全
国
協
議
会
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
集
会
、
近
畿
地
連
学
習
会
、

女
性
部
と
の
合
同
学
習
会
、
保
育
を

考
え
る
つ
ど
い
な
ど
に
も
参
加
し
、

正
規
・
非
正
規
の
立
場
を
超
え
て
課

題
に
向
か
っ
て
た
た
か
い
続
け
る
力

強
い
絆
を
広
げ
て
い
る
。ま
た
、パ
ー

ト
ユ
ニ
オ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
民

間
の
仲
間
と
の
交
流
も
し
、
一
緒
に

ビ
ラ
配
り
を
し
た
り
、
各
地
区
で
の

集
会
を
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
組
合
員
の
数
は
ま
だ
ま

だ
県
内
で
働
い
て
い
る
会
計
年
度
任

用
職
員
の
中
の
ほ
ん
の
一
握
り
で
し

か
な
い
。
こ
れ
か
ら
も
１
人
一
声
で

組
合
加
入
推
進
を
続
け
て
い
く
こ
と

が
大
切
だ
。
そ
し
て
、
志
を
１
つ
に

し
、
諦
め
る
こ
と
な
く
粘
り
強
く
た

た
か
い
続
け
る
、
こ
れ
が
兵
庫
県
本

部
臨
職
評
で
す
。
と
も
に
頑
張
り
ま

し
ょ
う
。

第
２
次
ト
ラ
ン
プ
政
権
が

ス
タ
ー
ト

　

１
月
20
日
に
就
任
式
を
迎
え

第
２
次
政
権
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

た
ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
。
早
速

１
０
０
件
を
超
え
る
大
統
領
令

に
署
名
を
開
始
し
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
脱

退
や
パ
リ
協
定
離
脱
を
発
表
し

た
。
そ
し
て
自
国
第
一
主
義
を

掲
げ
る
大
統
領
は
関
税
政
策
に

着
手
。
４
月
に
は
貿
易
相
手
国

に
対
し
て
相
互
関
税
を
発
表
、

世
界
は
こ
れ
に
翻
弄
さ
れ
た
。

国
内
最
大
規
模
と
な
っ
た

大
船
渡
市
の
山
林
火
災

　

２
月
26
日
、
岩
手
県
大
船
渡

市
で
発
生
し
た
山
火
事
は
、
強

風
の
影
響
で
広
範
囲
に
燃
え
広

が
っ
た
。
連
日
、
懸
命
に
続
け

ら
れ
た
消
火
活
動
で
３
月
９
日

に
よ
う
や
く
延
焼
の
危
険
性
が

な
く
な
り
、
４
月
７
日
に
鎮
火

が
宣
言
さ
れ
た
。
焼
失
面
積
は

２
９
０
０
㌶
で
平
成
以
降
、
国

内
最
大
規
模
の
山
林
火
災
と

な
っ
た
。

大
阪
で
の
万
博

55
年
ぶ
り
に
開
催

　

４
月
13
日
、
大
阪・関
西
万
博

が
開
幕
し
た
。
大
阪
で
の
万
博

開
催
は
55
年
ぶ
り
だ
。
開
幕
当

初
伸
び
悩
ん
で
い
た
入
場
者
数

だ
っ
た
が
、10
月
13
日
の
閉
幕
ま

で
に
２
５
０
０
万
人
を
超
え
た
。

大
屋
根
リ
ン
グ
の
木
材
の
一
部

は
、
能
登
被
災
復
興
に
。

24
年
の
出
生
数
が

初
の
70
万
人
割
れ
に

　

厚
生
労
働
省
は
６
月
４
日
、

２
０
２
４
年
の
出
生
数
が
前
年

よ
り
４
万
１
２
２
７
人
減
り
、

68
万
６
０
６
１
人
だ
っ
た
と
発

表
し
た
。
初
め
て
70
万
人
を
下

回
り
過
去
最
少
と
な
っ
た
。
出

生
率
も
１
・
15
で
過
去
最
低
を

更
新
し
た
。

自
公
が
過
半
数
割
れ

衆
参
と
も
に
少
数
与
党
に

　

７
月
20
日
に
投
開
票
さ
れ
た

参
議
院
選
挙
で
与
党
で
あ
る
自

民・公
明
が
大
敗
。
昨
年
10
月
の

衆
院
選
に
続
き
過
半
数
割
れ
と

な
っ
た
。
一
方
、
与
党
か
ら
流
れ

た
票
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
ブ
ー
ム
を

起
こ
し
た
参
政
党
や
国
民
民
主

党
に
集
ま
り
両
党
が
躍
進
し
た
。

映
画
「
国
宝
」
が
快
進
撃

大
ヒ
ッ
ト
で
社
会
現
象
に

　

８
月
18
日
、
６
月
に
公
開

が
始
ま
っ
た
映
画
「
国
宝
」
の

興
業
収
入
が
１
０
０
億
円
を
突

破
、
邦
画
実
写
で
22
年
ぶ
り
の

快
挙
と
な
っ
た
。
そ
の
後
も
ロ

ン
グ
ラ
ン
を
続
け
11
月
25
日

に
は
１
７
３
・
７
億
円
と
な
り
、

歴
代
最
高
興
収
を
更
新
し
た
。

２
０
２
６
年
に
北
米
で
の
公
開

も
決
定
し
て
い
る
。

石
破
首
相
が
辞
任
表
明

高
市
さ
ん
が
自
民
総
裁
に

　

９
月
８
日
、
石
破
首
相
が
辞

任
を
表
明
。
そ
れ
を
受
け
た
自

民
党
総
裁
選
挙
で
高
市
早
苗
さ

ん
が
総
裁
に
選
出
さ
れ
た
。
女

性
の
自
民
党
総
裁
は
結
党
以
来

初
め
て
。
そ
の
後
、
日
本
維
新

の
会
と
連
立
政
権
を
組
ん
だ
自

民
党
。
10
月
21
日
の
臨
時
国
会

で
高
市
総
裁
が
第
１
０
４
代
内

閣
総
理
大
臣
に
指
名
さ
れ
、
初

の
女
性
総
理
が
誕
生
し
た
。

公
明
党
が
与
党
を
離
脱

自
公
関
係
の
転
換
点
に

　

公
明
党
の
斉
藤
代
表
は
、10

月
10
日
、自
民
党
と
の
連
立
政
権

を
解
消
す
る
と
表
明
し
た
。
高

市
自
民
党
総
裁
の
政
治
思
想
や
、

政
治
と
金
の
問
題
を
め
ぐ
る
対

応
な
ど
に
つ
い
て
互
い
の
溝
が

埋
ま
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。
長

年
続
い
て
き
た
自
公
の
協
力
関

係
は
大
き
な
転
換
点
を
迎
え
た
。

ク
マ
被
害
が
深
刻
化

過
去
最
悪
の
水
準
に

　

夏
以
降
、
熊
の
出
没
件
数
が

急
増
し
２
万
件
を
超
え
た
。
人

身
被
害
も
過
去
最
悪
の
水
準
に

達
し
て
お
り
、
猟
友
会
の
駆
除

で
は
追
い
つ
か
ず
、
秋
田
県
は

10
月
28
日
に
自
衛
隊
の
派
遣
を

要
請
し
た
。
防
衛
省
は
11
月
６

日
か
ら
自
衛
隊
を
派
遣
。
ま
た

警
察
官
も
ラ
イ
フ
ル
銃
の
使
用

が
許
可
さ
れ
る
な
ど
、
対
策
が

強
化
さ
れ
た
。

大
谷
選
手
４
回
目
Ｍ
Ｖ
Ｐ

大
リ
ー
グ
歴
代
単
独
２
位

　

11
月
13
日
、
米
大
リ
ー
グ
・

ド
ジ
ャ
ー
ズ
の
大
谷
翔
平
選
手

が
満
票
で
ナ
・
リ
ー
グ
の
Ｍ
Ｖ

Ｐ
に
選
ば
れ
、
４
回
目
の
受
賞

と
な
っ
た
。
今
季
、
大
谷
選
手

は
投
打
の
「
二
刀
流
」
で
活
躍

し
、
ド
ジ
ャ
ー
ズ
の
ワ
ー
ル
ド

シ
リ
ー
ズ
優
勝
に
貢
献
し
た
。

４
回
目
の
受
賞
は
歴
代
単
独
２

位
で
、
ア
、
ナ
両
リ
ー
グ
で
複

数
回
受
賞
は
史
上
初
だ
。

2025
年
10
大
ニ
ュ
ー
ス

評議会の●活●動●紹●介
臨 職 評 １人一声で組織拡大すすめる

自治労兵庫県本部

2026新春旗開き
１年のスタート。各単組か
ら積極的に参加下さい。
 ※事前申し込みが必要です

と  き	 １月７日（水）
	 16:30 開会

ところ	 ラッセホール

名
人
位
で
５
連
覇
し
た
高
田
さ
ん
、本
因
坊
優
勝
の
木
原
さ
ん 囲碁・将棋大会

高
田
さ
ん
大
会
初
の
５
連
覇

囲
碁
は
昨
年
に
続
き
木
原
さ
ん

総会で選出された2026年度の幹事メンバー（9月13日）

物
価
上
昇
を
上
回
る
賃
上
げ
と
人
員
確
保
を

春
闘
方
針
に
向
け
議
論
深
め
る

「
頼
り
あ
え
る
社
会
」に
つ
い
て
の
学
習
会
も


